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は
じ
め
に

馮
夢
龍
（
一
五
七
四
年
―
一
六
四
六
年
）
は
、
蘇
州
の
人
。
『
喩
世
明
言
』『
警

世
通
言
』
『
醒
世
恒
言
』
（
い
わ
ゆ
る
「
三
言
」
）
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
通
俗

文
学
の
編
纂
に
携
わ
り
、）

1
（

最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
「
明
末
出
版
文
化
の
申
し

子
」
、
「
通
俗
文
芸
の
旗
手
」

）
2
（

と
も
称
さ
れ
る
人
物
で
、
当
時
の
通
俗
文
学
を

考
え
る
上
で
の
最
重
要
人
物
の
ひ
と
り
と
言
っ
て
よ
い
。
馮
夢
龍
の
出
版
活

動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
明
末
の
出
版
文
化
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

馮
夢
龍
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
塩
谷
温
（
一
八
七
八
年

―
一
九
六
二
年
）
が
内
閣
文
庫
で
「
三
言
」
の
発
見
を
報
告
（
一
九
二
四
年
）

し
て
以
来
と
さ
れ
て
い
る
。）

3
（

人
弋
「
世
紀
回
眸
　
馮
夢
龍
研
究
的
歴
史
和
現
状
」

（
『
殷
都
学
刊
』
、
二
〇
〇
一
年
第
二
期
）
に
よ
れ
ば
、

綜
観
二
十
世
紀
的
馮
夢
龍
研
究
、
前
五
十
年
偏
重
作
家
作
品
考
証
、
出

現
了
一
批
像
鄭
振
鐸
、
顧
頡
剛
、
趙
景
深
、
容
肇
祖
、
譚
正
璧
等
馮
学

大
家
、
成
果
斐
然
、
為
馮
夢
龍
研
究
奠
定
了
堅
実
的
基
礎
。
後
五
十
年

在
考
証
上
基
本
沒
有
大
的
突
破
、
但
在
作
品
文
本
的
闡
釈
方
面
亦
有
可

喜
的
成
績
、
並
且
有
試
図
従
整
体
上
把
握
馮
夢
龍
的
学
術
趨
向
。

（
二
十
世
紀
の
馮
夢
龍
研
究
を
全
体
的
に
見
れ
ば
、
前
の
五
十
年
は
作
者

作
品
の
考
証
に
重
点
が
お
か
れ
、
鄭
振
鐸
、
顧
頡
剛
、
趙
景
深
、
容
肇
祖
、

譚
正
璧
な
ど
の
大
家
が
現
れ
て
優
れ
た
成
果
を
残
し
、
研
究
の
基
礎
を

築
い
た
。
後
の
五
十
年
は
考
証
に
お
い
て
は
大
き
な
突
破
を
果
た
し
て

い
な
い
が
、
作
品
の
解
釈
に
お
い
て
は
喜
ば
し
い
成
績
を
収
め
、
し
か

も
馮
夢
龍
を
全
般
的
に
把
握
し
よ
う
と
試
み
る
傾
向
に
あ
る
。
）

と
、
二
十
世
紀
の
馮
夢
龍
研
究
を
ま
と
め
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
の
馮
夢
龍

に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
と
し
て
は
、

・
聶
付
生
『
馮
夢
龍
研
究
』
学
林
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

・
龔
篤
清
『
馮
夢
龍
新
論
』
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

・
高
洪
鈞
『
馮
夢
龍
集
箋
注
』
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年

・
傅
承
洲
『
馮
夢
龍
文
学
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年

・
大
木
康
『
馮
夢
龍
と
明
末
俗
文
学
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
見
る
に
、
馮
夢
龍
の
著
作
に
お
け
る
研
究
は
「
三
言
」

高

　
峰

『
情
史
類
略
』
の
編
纂
者
、
成
立
年
、
評
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　―
研
究
の
現
状
と
そ
の
課
題
―
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に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
「
三
言
」
は
、
実
は
彼
の
著
作

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
『
情
史
類
略
』
（
以
下
、
『
情
史
』
と
す
る
）
と
の
関
係

が
深
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
孫
楷
第
「
「
三
言
」
两
拍
源
流
考
」
（
『
滄

州
集
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、

三
書
所
演
故
事
、
往
往
見
於
『
情
史
』
、『
情
史
』
署
「
江
南
詹
詹
外
史
評
輯
」
、

有
馮
夢
龍
序
、
世
亦
謂
馮
氏
所
作
、
其
與
通
俗
小
説
之
關
係
頗
可
注
意
。

（
こ
の
三
書
〈
三
言
の
こ
と
〉
に
収
め
ら
れ
る
話
は
、
し
ば
し
ば
『
情
史
』

に
見
え
る
。
『
情
史
』
は
「
江
南
詹
詹
外
史
評
輯
」
と
署
名
さ
れ
て
お
り
、

馮
夢
龍
の
序
を
持
ち
、
世
間
で
も
馮
氏
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
通
俗
小

説
と
の
関
係
に
は
注
目
に
値
す
る
。
）

と
、
「
三
言
」
の
話
が
よ
く
『
情
史
』
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
更
に
韓

南
「
早
期
的
中
国
短
編
小
説
」（
韓
南
著
、
王
秋
桂
等
訳
『
韓
南
中
国
小
説
論
集
』

北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
は
、
「
三
言
」
と
『
情
史
』
の
関
係
性

に
つ
い
て
、

明
末
馮
夢
龍
同
時
收
編
文
言
及
白
話
小
説
成
集
、
尤
以
「
三
言
」
及
『
情
史
』

兩
書
為
著
。
『
情
史
』
中
的
若
干
小
説
顯
然
又
是
仿
「
三
言
」
的
小
説
而
成
。

（
明
末
、
馮
夢
龍
は
同
時
期
に
文
言
と
白
話
の
小
説
集
を
作
っ
た
が
、
特

に
「
三
言
」
と
『
情
史
』
の
ふ
た
つ
が
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
『
情
史
』
に

お
け
る
い
く
つ
か
の
話
も
ま
た
明
ら
か
に
「
三
言
」
の
小
説
の
模
倣
を

し
た
産
物
で
あ
る
。
）

と
、『
情
史
』
に
は
「
三
言
」
の
小
説
を
模
倣
し
た
話
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

馮
夢
龍
の
研
究
に
お
い
て
「
三
言
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
が
な
い
が
、

「
三
言
」
に
比
べ
て
研
究
の
少
な
い
『
情
史
』
に
つ
い
て
も
、
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

書
名
の
通
り
、
『
情
史
』
は
「
情
」
の
歴
史
で
あ
り
、
「
情
」
に
ま
つ
わ
る

古
来
の
故
事
八
百
七
十
四
話
を
収
集
し
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
馮
夢
龍
の
出
版
活
動
を
考
え
る
際
に
、
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
情
」

で
あ
る
。
同
じ
く
馮
夢
龍
の
編
纂
に
よ
る
蘇
州
地
方
の
民
謡
集
『
山
歌
』
の

序
文
に
は
、
「
借
男
女
之
真
情
、
発
名
教
之
僞
薬
（
男
女
の
真
情
を
借
り
て
、

名
教
の
偽
薬
た
る
こ
と
を
暴
く
）
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
馮
夢
龍
が
男
女
の
「
真

情
」
に
注
目
し
、
情
に
よ
っ
て
偽
り
の
封
建
礼
教
を
暴
く
意
図
が
あ
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
馮
夢
龍
は
友
人
で
あ
る
董
斯
張
（
一
五
八
六

年
―
一
六
二
八
年
）
編
『
広
博
物
志
』
の
刊
行
に
も
関
わ
っ
て
い
る
が
、
彼

が
担
当
し
た
巻
二
十
三
「
閨
壺
」
は
「
賢
母
、
賢
婦
、
節
婦
、
才
婦
、
孝
女
」

と
い
う
内
容
で
あ
り
、
大
木
康
氏
は
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』
（
研
文
出
版
、

二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
「
男
女
の
間
柄
に
対
す
る
関
心
を
終

始
失
わ
な
か
っ
た
馮
夢
龍
に
ふ
さ
わ
し
い
巻
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
馮
夢
龍
が
数
々
の
書
物
の
編
纂
に
お
い
て
、「
情
」
に
対
し
て
、

と
り
わ
け
男
女
の
情
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
情
史
』

は
、
ま
さ
に
馮
夢
龍
が
既
存
の
作
品
の
中
か
ら
男
女
の
愛
情
を
中
心
と
し
た

「
情
」
の
故
事
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

『

情

史

』

の

版

本

に

つ

い

て
、B

A
R

B
A

R
A

 B
ISETTO

氏

は
「The 

C
om

position of Q
ing shi

（The H
istory of Love

）in Late M
ing B

ook 

C
ulture

（
晩
明
書
籍
文
化
に
お
け
る
『
情
史
』
の
構
成
）
」
（Peter Lang

、
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二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、

A
s already m

entioned, the w
ork w

as published during the late M
ing, 

as dem
onstrated by the Zengyantang edition held in the Shanghai 

Library

．D
uring the Q

ing dynasty, it w
as printed – probably at the 

beginning of the eighteenth century – by the fam
ous printing shop 

Jieziyuan

芥

子

園in an edition in 24ce

（fascicles

）, and later it 

w
as repeatedly reprinted on the basis of this edition. Several Q

ing 

editions of Q
ing shi state on the front cover page that the text is based 

on

“w
oodblocks held by the M

ustard Seed G
arden

″ （Jieziyuan cang 
ban

芥
子
園
蔵
板
）.  A

t m
y present stage of research, I have been able 

to find at least tw
o editions based on the Jieziyuan w

oodblocks, one 

in 10ce and the other one in 14ce. A
nother Q

ing edition in 12ce w
as 

printed using w
oodblocks held by the publishing house D

ongxitan g

東
溪
堂.

（
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
贈
言
堂
版

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
出
版
時
期
は
明
末
で
あ
る
。
清
代
に
は
、
お

そ
ら
く
十
八
世
紀
の
初
め
に
、
有
名
な
印
刷
所
で
あ
る
芥
子
園
に
よ
っ

て
、
二
十
四
冊
に
印
刷
さ
れ
、
後
に
こ
の
版
を
元
に
再
版
さ
れ
た
。
本

文
は
「
芥
子
園
蔵
板
」
を
元
に
し
て
い
る
。
現
在
の
調
査
段
階
で
は
、

芥
子
園
の
版
木
を
基
に
し
た
版
本
は
少
な
く
と
も
二
つ
あ
る
。
一
つ
は

十
冊
で
、も
う
一
つ
は
十
四
冊
で
あ
る
。
十
二
冊
の
も
う
一
つ
の
清
版
は
、

東
溪
堂
が
所
有
す
る
木
版
を
用
い
て
印
刷
さ
れ
た
。
）

と
の
考
察
を
行
い
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
版
本
が
あ
る
こ
と
は
、
「
こ
れ
ま
で
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
『
情
史
』
の
刊
本
数
と
写
本
数
は
、
清
代
か
ら
民
国
初
期

に
か
け
て
の
人
気
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
テ
ク
ス
ト
の
形
式
の
変
化
は
、

こ
の
作
品
と
そ
の
時
代
ご
と
の
テ
ー
マ
の
文
化
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
助

け
と
な
る
」
と
『
情
史
』
が
大
変
な
人
気
を
博
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。）

4
（

こ
こ
で
、
『
情
史
』
の
構
成
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
情
史
』
は

二
重
分
類
法
を
用
い
、
ま
ず
内
容
に
よ
っ
て
、「
情
貞
類
」「
情
縁
類
」「
情
私
類
」

な
ど
の
二
十
四
類
に
分
け
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
、「
夫
婦
節
義
」

「
貞
婦
」
の
よ
う
な
小
分
類
と
し
、
編
纂
時
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
話
は

「
補
遺
」
の
形
で
巻
末
に
置
く
。
二
十
四
巻
の
内
容
に
つ
い
て
、
簡
単
に
整
理

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

巻
一 

「
情
貞
類
」 

感
情
に
一
途
な
男
女
を
描
き
、
夫
婦
、
妾
、
妓
女
な

 
 

ど
が
節
を
守
る
話
。

巻
二 

「
情
緣
類
」 

天
か
ら
賜
っ
た
縁
で
、
最
後
に
円
満
に
縁
談
を
結
ぶ
話
。

巻
三 

「
情
私
類
」 

他
人
に
知
ら
れ
ず
ひ
そ
か
に
情
を
通
ず
る
話
。

巻
四 

「
情
俠
類
」 

義
理
を
重
ん
じ
、
人
を
助
け
る
話
。

巻
五 

「
情
豪
類
」 

女
色
に
耽
っ
て
贅
沢
を
尽
く
し
た
王
侯
将
相
の
話
。

巻
六 

「
情
愛
類
」 

男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
恋
を
す
る
話
や
愛
し
合
う
話
。

巻
七 

「
情
癡
類
」 

愛
情
が
深
す
ぎ
て
、
常
識
外
れ
な
こ
と
を
す
る
話
。

巻
八 

「
情
感
類
」 

情
に
よ
っ
て
何
か
（
鬼
神
等
）
を
感
動
さ
せ
る
話
。

巻
九 

「
情
幻
類
」 

不
思
議
な
こ
と
で
縁
談
が
結
ば
れ
る
話
。

巻
十 
「
情
霊
類
」 

不
思
議
な
力
で
情
が
人
間
の
死
生
を
左
右
す
る
話
。

巻
十
一 
「
情
化
類
」 

相
手
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
人
が
何
か
に
化
け
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る
話
。

巻
十
二 

「
情
媒
類
」 

何
か
（
人
、
友
人
、
生
き
物
）
を
通
し
て
縁
談
を
結

 
 

ぶ
話
。

巻
十
三 

「
情
憾
類
」 

両
思
い
の
二
人
が
縁
が
薄
い
た
め
に
一
緒
に
い
ら
れ

 
 

な
い
（
片
方
が
早
世
し
て
し
ま
う
等
）
話
。

巻
十
四 

「
情
仇
類
」 
情
は
あ
る
も
の
の
、
心
変
わ
り
な
ど
の
原
因
で
う
ら

 
 

み
を
抱
く
よ
う
に
な
る
話
。

巻
十
五 

「
情
芽
類
」 

恋
愛
感
情
が
賢
人
た
ち
に
も
芽
生
え
る
話
。

巻
十
六 

「
情
報
類
」 

現
世
で
現
れ
る
有
情
の
報
い
と
冥
界
で
現
れ
る
無
情

 
 

の
報
い
を
集
め
た
話
。

巻
十
七 

「
情
穢
類
」 

情
が
行
き
過
ぎ
て
、
淫
乱
に
な
る
話
。

巻
十
八 

「
情
累
類
」 

情
が
害
を
も
た
ら
す
話
。

巻
十
九 

「
情
疑
類
」 

情
に
関
す
る
疑
わ
し
い
話
。

巻
二
十 

「
情
鬼
類
」 

人
の
死
後
、
霊
魂
が
形
を
な
し
て
現
れ
、
人
間
と
関

 
 

わ
る
話
。

巻
二
十
一 

「
情
妖
類
」 

動
物
や
植
物
や
器
な
ど
が
人
間
に
化
け
て
起
き
た
話
。

巻
二
十
二 

「
情
外
類
」 

男
性
同
士
の
愛
情
を
集
め
た
話
。

巻
二
十
三 

「
情
通
類
」 

万
物
が
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
話
。

巻
二
十
四 

「
情
跡
類
」 

情
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
詩
詞
と
出
来
事
を
集
め
た
話
。

こ
の
よ
う
に
、『
情
史
』
に
は
、
人
間
か
ら
非
人
間
に
至
る
ま
で
幅
広
く
「
情
」

に
関
す
る
話
を
収
め
て
い
る
。

『
情
史
』
に
は
本
文
以
外
に
、
文
後
評
、
巻
末
評
、
眉
批
、
傍
批
、
夾
批
、

圏
点
、
傍
点
、
と
様
々
な
評
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
大
木
康
氏
は
上
海
古
籍

出
版
社
の
『
馮
夢
龍
全
集
』
（
一
九
九
三
年
）
に
収
め
ら
れ
た
作
品
を
底
本
と

し
、
経
部
、
史
部
、
子
部
、
集
部
に
分
け
て
馮
夢
龍
の
著
作
の
評
点
形
式
に

つ
い
て
調
査
、
整
理
を
し
た
。）

5
（

『
情
史
』
が
属
す
る
「
子
部
」
を
見
れ
ば
、『
情

史
』
に
は
、
題
上
の
「
○
」
、
傍
圏
、
傍
点
、
傍
空
点
、
傍
批
、
お
よ
び
回
後

の
総
評
（
本
稿
で
は
巻
末
評
と
す
る
）
、
各
則
の
後
評
（
本
稿
で
は
文
後
評
と

す
る
）
、
眉
批
と
、
評
点
の
種
類
が
他
の
作
品
に
比
べ
て
、
と
り
わ
け
充
実
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、『
情
史
』
に
は
、
ま
だ
不
明
な
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
『
情

史
』
の
評
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
中
で
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
生
じ
た
。

最
大
の
問
題
は
筆
名
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
『
情
史
』
の
文
後
評
に
は
、「
子

猶
氏
曰
」
「
長
卿
氏
曰
」
「
弇
州
山
人
曰
」
等
、
様
々
な
名
が
記
さ
れ
る
が
、

そ
の
う
ち
「
龍
子
猶
」
と
「
情
史
氏
」
は
い
ず
れ
も
馮
夢
龍
を
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
も
し
い
ず
れ
も
馮
夢
龍
の
評
語
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
筆
名
を
使
い
分

け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
『
情
史
』
の
編
纂
者
は
馮
夢
龍
と
は
別
の

人
物
な
の
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
情
史
』
の
編
纂
者
、
成
立
年
、
評
点
に
関
す

る
従
来
の
研
究
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

一
・『
情
史
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て

『
情
史
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
、
実
は
馮
夢
龍
だ
と
い
う
明
確
な
根
拠
は
な
く
、

馮
夢
龍
の
編
纂
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寧
稼
雨
編
『
中
国
古

代
小
説
総
目
』
（
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
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有
署
名
龍
子
猶
『
情
史
序
』
和
詹
詹
外
史
『
序
』
。
觀
二
序
文
字
、

馮
夢
龍
未
必
即
是
詹
詹
外
史
。
今
人
據
此
書
與
『
智
囊
』
、『
古
今
談
概
』

内
容
多
同
而
認
為
馮
氏
所
作
。
存
疑
待
考
。

（
〈
情
史
に
は
〉
龍
子
猶
の
署
名
を
持
つ
「
情
史
序
」
と
詹
詹
外
史
と

署
名
さ
れ
る
「
序
」
が
あ
る
。
二
つ
の
序
文
を
見
る
に
、
馮
夢
龍
は

必
ず
し
も
詹
詹
外
史
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
現
代
の
人
は
こ
の
書

物
が
『
智
囊
』
、
『
古
今
談
概
』
の
内
容
と
多
く
一
致
し
て
い
る
こ
と

か
ら
馮
氏
の
編
と
し
て
い
る
が
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
）

と
、
『
情
史
』
が
そ
も
そ
も
署
名
の
異
な
る
二
つ
の
序
文
を
有
す
る
こ
と
に
疑

問
を
呈
し
た
。

実
際
、
馮
夢
龍
の
編
纂
に
よ
る
著
作
に
は
、
複
数
の
筆
名
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
袁
志
「
馮
夢
龍
研
究
七
十
年
」
（
『
福
建
論
壇
：
人
文
社
会
科
学
版
』
、

一
九
九
三
年
第
五
期
）
に
、

他
曽
以
「
龍
子
猶
」「
墨
憨
齋
主
人
」「
呉
下
詞
奴
」「
前
周
柱
史
」「
顧

曲
散
人
」
「
香
月
居
主
人
」
「
詹
詹
外
史
」
「
茂
苑
野
史
」
「
綠
天
館
主

人
」「
無
礙
居
士
」「
可
一
居
士
」「
可
一
主
人
」「
墨
浪
主
人
」
等
筆
名
、

整
理
、
編
纂
、
創
作
、
出
版
了
大
量
的
話
本
小
説
、
歷
史
小
説
、
筆

記
小
説
、
民
歌
、
散
曲
、
戲
劇
等
作
品
、
深
受
廣
大
市
民
喜
愛
、
成

為
當
時
的
暢
銷
書
。

（
馮
夢
龍
は
「
龍
子
猶
」「
墨
憨
齋
主
人
」「
呉
下
詞
奴
」「
前
周
柱
史
」「
顧

曲
散
人
」「
香
月
居
主
人
」「
詹
詹
外
史
」「
茂
苑
野
史
」「
綠
天
館
主
人
」

「
無
礙
居
士
」
「
可
一
居
士
」
「
可
一
主
人
」
「
墨
浪
主
人
」
な
ど
の
筆

名
で
、
数
多
く
の
話
本
小
説
、
歴
史
小
説
、
筆
記
小
説
、
民
歌
、
散
曲
、

戯
曲
を
整
理
、
編
纂
、
創
作
、
出
版
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
市

民
た
ち
か
ら
広
く
人
気
を
博
し
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
実
名
で
あ
る
馮
夢
龍
、
字
で
あ
る
猶
龍
や
子
猶
、
号
で

あ
る
墨
憨
斎
以
外
に
も
、
十
数
種
以
上
の
筆
名
を
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
署
名
や
筆
名
等
に
つ
い
て
は
従
来
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
。
た
と
え
ば
な
ぜ
筆
名
を
用
い
る
の
か
と
い
う
と
、
山
口
綾
子
「
馮

夢
龍
の
号
「
墨
憨
斎
」
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
第
四
十
四
号
、

二
〇
一
五
年
）
に
は
、
鈕
琇
『
觚
賸
続
編
』
巻
二
「
英
雄
挙
動
」
を
あ
げ
て
、

『
掛
枝
児
』
な
ど
の
俗
曲
を
世
に
出
し
た
こ
と
で
自
身
の
子
弟
の
父

兄
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
よ
う
な
事
件
が
実
際
に
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、

馮
夢
龍
に
と
っ
て
そ
れ
は
重
大
な
出
来
事
で
あ
り
、
世
間
で
は
否
定

さ
れ
る
よ
う
な
通
俗
的
な
書
物
を
編
纂
し
刊
行
す
る
こ
と
を
再
考
す

る
契
機
と
も
な
り
得
た
で
あ
ろ
う
。
…
…
こ
の
出
来
事
を
経
て
『
笑

府
』
を
刊
行
す
る
に
際
し
、
徹
底
し
て
「
墨
憨
斎
」
を
名
乗
っ
た
背

景
に
は
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
「
憨
」
字
の
持
つ
概
念
を
表
明
す

る
意
図
が
あ
る
ほ
か
に
、
当
時
彼
が
経
験
し
た
あ
る
種
の
挫
折
感
を

振
り
切
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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と
、
馮
夢
龍
が
実
名
で
な
く
筆
名
を
用
い
る
動
機
の
一
つ
が
他
人
の
非
難
を

免
れ
る
た
め
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

な
か
で
も
「
三
言
」
の
序
に
見
ら
れ
る
署
名
は
特
に
注
目
を
集
め
て
き
た
。

『
古
今
小
説
』（
『
喩
世
明
言
』
）
の
序
を
記
し
た
「
緑
天
館
主
人
」
に
つ
い
て
は
、

以
前
よ
り
馮
夢
龍
本
人
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
楊
暁
東
氏

は
「
古
今
小
説
序
作
者
考
辨
」
（
『
文
学
遺
産
』
、
一
九
九
一
年
第
二
期
）
に
お

い
て
、
緑
天
館
主
人
は
馮
夢
龍
で
は
な
い
と
明
言
し
、
そ
の
理
由
を
い
く
つ

か
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
序
文
の
内
容
か
ら
、
序
文
の
作
者
と
小
説
の

編
纂
者
は
同
一
人
物
で
は
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
当
時

の
江
南
に
は
す
で
に
有
名
な
「
緑
天
館
主
人
」
な
る
文
人
（
葉
有
声
（
一
五
八
三

年
―
一
六
六
一
年
）
）
が
お
り
、
そ
の
書
斎
で
あ
る
緑
天
館
は
清
代
の
乾
隆
年

間
ま
で
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
緑
天
館
主
人
は
馮
夢
龍
と
交
遊
が
あ

り
、
馮
夢
龍
が
友
人
の
別
号
を
自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
考
え
が

た
い
と
い
う
。

こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
傅
承
洲
「
関
于
「
古
今
小
説
叙
」
的
作
者
問
題
」（
『
明

清
小
説
研
究
』
、
一
九
九
六
第
一
期
）
は
反
論
を
し
、
緑
天
館
主
人
は
馮
夢
龍

で
あ
る
と
し
た
が
、
廣
澤
裕
介
『
短
篇
集
『
古
今
小
説
』
と
「
三
言
」
』
（
汲

古
書
院
、
二
〇
二
三
年
）
で
は
、

楊
氏
の
論
説
は
多
く
の
史
料
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
立
証
は
揺
る
ぎ

な
い
と
思
わ
れ
る
…
…
傅
氏
の
主
張
は
馮
夢
龍
関
連
作
品
と
『
古
今
』

収
録
作
品
の
関
係
を
述
べ
て
補
強
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
楊
氏
が
根

拠
と
し
た
史
料
の
記
載
を
否
定
・
批
判
出
来
て
お
ら
ず
、
旧
来
の
通
説

を
繰
り
返
し
て
強
調
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

と
、
楊
氏
の
説
、
す
な
わ
ち
緑
天
館
主
人
は
当
時
の
名
士
葉
有
声
で
あ
り
、

馮
夢
龍
で
は
な
い
こ
と
を
支
持
し
た
。
廣
澤
氏
は
さ
ら
に
馮
夢
龍
が
署
名
を

用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

馮
氏
は
科
挙
の
参
考
書
や
文
言
小
説
集
『
古
今
譚
概
』
、『
太
平
広
記
鈔
』
、

『
智
嚢
補
』
で
は
、「
古
呉
（
呉
邑
、
呉
門
）
馮
夢
龍
」
と
本
名
で
署
名
し
、

こ
の
ほ
か
「
猶
龍
」
「
龍
子
猶
」
と
い
う
字
を
使
い
、
ま
た
『
新
列
国
志
』

『
石
点
頭
』
や
戯
曲
類
で
は
墨
憨
斎
と
い
う
斎
号
で
自
ら
の
関
与
を
示
し
、

署
名
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る
。

と
指
摘
す
る
。
「
署
名
の
使
い
分
け
」
は
著
作
ご
と
に
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

『
情
史
』
に
は
「
龍
子
猶
」
と
い
う
署
名
を
持
つ
序
と
文
後
評
が
あ
る
と
と
も
に
、

巻
ご
と
に
「
情
史
氏
」
と
い
う
署
名
の
あ
る
巻
末
評
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
署
名
に
よ
り
、
『
情
史
』
の
編
纂
者
問
題
が
提
起

さ
れ
て
き
た
。
容
肇
祖
「
明
馮
夢
龍
的
生
平
及
其
著
述
」
（
『
嶺
南
学
報
』
、

一
九
三
一
年
第
二
巻
第
二
期
）
に
は
、

肇
祖
案
、
『
情
史
』
與
『
智
囊
』
及
『
譚
槩
』
爲
一
類
的
書
籍
、
而
『
情

史
』
獨
不
自
署
姓
名
、
且
不
署
「
龍
子
猶
」
的
假
名
、
只
用
「
龍
子
猶
」

之
名
作
序
、
稱
作
者
爲
「
詹
詹
外
史
氏
」
、
大
約
以
中
間
有
近
于
穢
褻
之

點
、
恐
來
謗
議
、
故
遂
如
此
。
我
初
看
龍
子
猶
的
序
、
及
書
中
體
例
與
『
智

囊
』
相
近
似
、
已
疑
爲
馮
夢
龍
作
、
及
看
『
蘇
州
府
志
』
藝
文
中
所
載
、

更
覺
證
實

。）
6
（
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（
私
が
思
う
に
、『
情
史
』
は
『
智
囊
』
と
『
譚
概
』
と
同
種
の
著
作
な
の
に
、

『
情
史
』
に
だ
け
自
分
の
名
前
を
使
わ
ず
、
し
か
も
仮
名
の
「
龍
子
猶
」

と
い
う
署
名
も
つ
け
ず
、
序
を
「
龍
子
猶
」
の
名
で
書
い
た
だ
け
で
、

作
者
を
「
詹
詹
外
史
氏
」
と
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
本
に
は
汚
ら
わ
し

い
よ
う
な
内
容
が
あ
り
、
謗
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
に
、
こ
う
し

た
の
で
は
な
い
か
。
当
初
、
龍
子
猶
の
序
と
体
裁
が
『
智
囊
』
に
近
い

こ
と
か
ら
、
同
じ
く
馮
夢
龍
の
作
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、

『
蘇
州
府
志
』
芸
文
に
「
馮
夢
龍
『
情
史
』
二
十
四
巻
」
が
記
載
さ
れ
て

い
る
の
を
見
て
、
こ
れ
が
馮
夢
龍
の
作
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
深
め
た
。
）

と
、
『
情
史
』
は
馮
夢
龍
の
作
で
あ
り
、
男
女
に
関
す
る
赤
裸
々
な
内
容
に
つ

い
て
謗
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
に
実
名
を
使
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
恐
來
謗
議
（
謗
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
）
」
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
陸
樹
侖
氏
も
『
馮
夢
龍
研
究
』
（
復
旦
大
学
出
版
社
、

一
九
八
七
年
）
に
、

馮
夢
龍
在
序
中
説
「
『
情
史
』
余
志
也
。
…
…
而
落
魄
奔
走
、
硯
田
盡

蕪
、
乃
為
詹
詹
外
史
氏
所
先
、
亦
快
事
也
。
」
編
中
凡
涉
及
馮
夢
龍
的
地

方
、
均
用
第
三
人
稱
。
所
有
這
些
、
均
在
説
明
此
書
是
詹
詹
外
史
所
輯
。

…
…
馮
夢
龍
為
何
不
明
言
姓
字
、
而
假
託
詹
詹
外
史
。
其
原
因
在
于
有

所
顧
忌
。
這
種
假
託
、
馮
夢
龍
是
貫
用
的
。
如
所
輯
的
『
太
霞
新
奏
』
、

便
署
名
顧
曲
散
人
和
香
月
居
主
人
、
編
中
凡
涉
及
馮
夢
龍
的
地
方
、
亦

皆
用
第
三
人
稱
。
「
三
言
」
也
是
如
此
。

（
馮
夢
龍
は
序
文
に
「
情
史
は
私
の
志
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
私
は
落

ち
ぶ
れ
て
あ
ち
こ
ち
を
走
り
回
り
、
編
集
す
る
余
裕
が
な
く
、
詹
詹
外

史
氏
に
先
手
を
取
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
馮
夢
龍
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
は
作
品
中
全

て
三
人
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
物
が
詹
詹
外
史
の
編
に
よ
る

も
の
だ
と
説
明
す
る
た
め
で
あ
る
。
…
…
な
ぜ
馮
夢
龍
は
は
っ
き
り
と

自
分
の
名
前
を
出
さ
ず
に
詹
詹
外
史
と
称
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
（
自

身
の
名
を
明
か
す
こ
と
に
）
差
し
障
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

た
や
り
方
は
、
馮
夢
龍
の
作
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
彼
の
編

で
あ
る
『
太
霞
新
奏
』
は
、
顧
曲
散
人
と
香
月
居
主
人
と
署
名
し
、
馮

夢
龍
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
に
は
や
は
り
全
て
三
人
称
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
「
三
言
」
も
そ
う
で
あ
る
。
）

と
、
馮
夢
龍
が
は
っ
き
り
と
自
分
の
名
前
を
出
さ
ず
に
詹
詹
外
史
と
称
す
る

の
は
自
身
の
名
を
明
か
す
こ
と
に
差
し
障
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
や

り
方
は
彼
が
他
の
書
物
、
た
と
え
ば
「
三
言
」
を
編
纂
す
る
時
に
も
見
ら
れ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

傅
承
洲
「
『
情
史
』
輯
評
与
情
教
思
想
」
（
『
馮
夢
龍
文
学
研
究
』
、
中
国
社

会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
『
情
史
』
の
評
輯
者
に
つ
い
て
、

『
千
頃
堂
書
目
』
巻
十
二
「
小
説
類
」
著
録
「
馮
夢
龍
『
智
囊
』
二
十

巻
、
又
『
古
今
談
概
』
三
十
四
巻
、
又
『
情
史
』
二
十
四
巻
。
」
『
千
頃

堂
書
目
』
作
者
黄
虞
稷
、
字
兪
邰
、
泉
州
晋
江
人
。
生
于
明
崇
禎
二
年

（
一
六
二
九
）
、
卒
于
清
康
熙
三
十
年
（
一
六
九
一
）
。
是
清
代
著
名
蔵
書

家
。
…
…
其
父
黄
居
中
（
一
五
六
二
年
―
一
六
四
四
年
）
…
…
喜
蔵
書
、
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所
居
千
頃
斎
蔵
書
数
万
巻
、
並
根
据
蔵
書
著
『
千
頃
斎
蔵
書
目
録
』
六

巻
。
…
…
千
頃
堂
所
藏
馮
夢
龍
的
著
作
、
大
體
可
以
肯
定
為
黃
居
中
購

藏
。
『
千
頃
堂
書
目
』
共
著
錄
馮
夢
龍
著
作
四
種
、
除
前
引
小
説
三
種
外
、

巻
二
「
春
秋
類
」
還
著
錄
、
「
馮
夢
龍
『
春
秋
衡
庫
』
三
十
巻
、
前
後
附

錄
二
巻
。
」
這
四
種
著
作
、
除
『
情
史
』
外
、
其
他
幾
種
刊
刻
年
代
比
較

清
楚
、
『
春
秋
衡
庫
』
刻
於
天
啓
五
年
、
『
智
囊
』
刻
於
天
啓
六
年
、
『
古

今
譚
概
』
刻
於
泰
昌
元
年
之
前
。
而
黃
居
中
則
與
馮
夢
龍
為
同
時
代
人
、

居
中
大
馮
夢
龍
十
二
歳
、
早
馮
夢
龍
兩
年
去
世
。
當
著
名
文
人
馮
夢
龍

的
著
作
行
世
時
、
酷
愛
藏
書
的
黃
居
中
一
定
會
積
極
購
藏
。
這
恐
怕
是
『
千

頃
堂
書
目
』
著
錄
馮
夢
龍
著
作
多
種
的
原
因
。
還
有
證
明
千
頃
堂
所
藏

馮
夢
龍
著
作
為
黃
居
中
購
藏
的
旁
證
、
在
居
中
去
世
後
、
馮
夢
龍
又
編

刻
了
『
甲
申
紀
事
』
『
中
興
實
錄
』
『
中
興
偉
略
』
等
三
種
著
作
、
千
頃

堂
均
未
購
藏
。

（
『
千
頃
堂
書
目
』
巻
十
二
「
小
説
類
」
に
「
馮
夢
龍
『
智
囊
』
二
十
巻
、

『
古
今
談
概
』
三
十
四
巻
、『
情
史
』
二
十
四
巻
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
『
千

頃
堂
書
目
』
の
作
者
は
黄
虞
稷
、
字
は
兪
邰
、
泉
州
晋
江
の
人
で
あ
る
。

明
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）
に
生
ま
れ
、
清
康
熙
三
十
年
（
一
六
九
一
）

に
亡
く
な
っ
た
。
清
代
の
有
名
な
蔵
書
家
で
あ
る
…
…
そ
の
父
は
黄
居

中
（
一
五
六
二
年
―
一
六
四
四
年
）
で
あ
り
…
…
蔵
書
を
好
み
、
住
居

と
し
て
い
た
千
頃
斎
に
は
蔵
書
が
数
万
冊
あ
り
、
蔵
書
に
基
づ
い
て
『
千

頃
斎
蔵
書
目
録
』
六
巻
を
著
し
た
…
…
千
頃
堂
に
所
蔵
す
る
馮
夢
龍
の

著
作
は
、
黄
居
中
が
購
買
し
て
収
蔵
し
た
可
能
性
が
高
い
。
『
千
頃
堂
書

目
』
に
は
馮
夢
龍
の
著
作
四
種
が
あ
り
、
前
引
の
小
説
三
種
の
ほ
か
、

巻
二
「
春
秋
類
」
に
は
「
馮
夢
龍
『
春
秋
衡
庫
』
三
十
巻
、
前
後
附
録

二
巻
」
と
あ
る
。
こ
の
四
種
の
著
作
の
う
ち
、
『
情
史
』
以
外
の
刊
行
年

は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、『
春
秋
衡
庫
』
は
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）
、『
智

嚢
』
は
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
、『
古
今
譚
概
』
は
泰
昌
元
年
（
一
六
二
〇
）

以
前
に
刊
行
さ
れ
た
。
一
方
、
黄
居
中
は
馮
夢
龍
と
同
時
代
の
人
で
、

居
中
の
方
が
十
二
歳
上
、
馮
夢
龍
よ
り
二
年
早
く
没
し
た
。
著
名
な
文

人
で
あ
る
馮
夢
龍
の
著
作
が
世
に
出
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
蔵
書
を
こ

よ
な
く
愛
好
す
る
黄
居
中
は
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
買
い
求
め
た
に
違
い

な
い
。
こ
れ
が
『
千
頃
堂
書
目
』
が
馮
夢
龍
の
著
作
を
多
く
収
録
し
た

理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
千
頃
堂
が
所
蔵
し
て
い
た
馮
夢
龍
の
著
作
が

黄
居
中
の
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
傍
証
と
し
て
、
居
中
の
没
後
に
出
版

さ
れ
た
馮
夢
龍
の
『
甲
申
紀
事
』
『
中
興
実
録
』
『
中
興
偉
略
』
の
三
種

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
千
頃
堂
に
購
入
さ
れ
て
い
な
い
。
）

と
考
察
を
行
い
、
馮
夢
龍
と
近
い
時
代
の
人
で
あ
る
黄
居
中
が
『
情
史
』
を

馮
夢
龍
の
著
書
と
見
な
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
居
中
の
没
後
に
出
版

さ
れ
た
馮
夢
龍
の
著
作
は
千
頃
堂
に
購
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

千
頃
堂
に
所
蔵
す
る
馮
夢
龍
の
著
作
は
黄
居
中
が
購
買
し
て
収
蔵
し
た
可
能

性
が
高
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
尤
麗
雯
「
爭
鳴
出
版
業

―
晚
明
文
人
馮
夢
龍
的
個
案
研
究
」
（
国
立
中
央
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
七

年
）
は
、）

7
（今

日
所
見
的
『
千
頃
堂
書
目
』
、
内
容
闕
誤
甚
多
、
甚
至
不
乏
重
見
之
處
、

不
僅
是
因
為
『
千
頃
堂
書
目
』
所
收
甚
廣
、
以
黃
虞
稷
一
人
之
力
難
以

完
善
、
亦
與
此
書
經
多
人
傳
抄
增
補
有
關
。
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（
今
日
見
ら
れ
る
『
千
頃
堂
書
目
』
が
、
内
容
に
誤
り
が
多
く
、
重
複
す

る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
の
は
、
『
千
頃
堂
書
目
』
の
収
録
範
囲
が
広
す

ぎ
て
、
黄
虞
稷
一
人
の
力
で
は
完
成
し
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
け
で
な

く
、
こ
の
書
物
が
多
く
の
人
に
伝
写
さ
れ
、
増
補
さ
れ
た
こ
と
も
関
係

し
て
い
る
。
）

と
あ
る
の
を
引
き
、
『
千
頃
堂
書
目
』
の
間
違
い
が
多
い
こ
と
や
、
編
纂
に
携

わ
っ
た
者
が
黄
氏
父
子
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
上
で
、

僅
以
撰
作
時
間
無
法
確
定
為
晚
明
的
『
千
頃
堂
書
目
』
做
為
『
情
史
』

作
者
是
馮
夢
龍
的
強
力
證
據
、
欠
缺
説
服
力
。

（
成
立
時
期
が
明
末
か
ど
う
か
も
断
定
で
き
な
い
『
千
頃
堂
書
目
』
だ
け

で
、
『
情
史
』
の
作
者
が
馮
夢
龍
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
強
力
な
証
拠

と
す
る
の
は
、
説
得
力
に
欠
け
る
。
）

と
述
べ
た
。
胡
士
瑩
『
話
本
小
説
概
論
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
一
年
、
據

中
華
書
局
一
九
八
〇
年
版
排
印
）
に
は
、

按
照
『
情
史
』
的
龍
子
猶
（
馮
夢
龍
別
署
）
序
云
、
「
又
嘗
欲
擇
取
古
今

情
事
之
美
者
、
名
著
小
傳
。
…
…
而
落
魄
奔
走
、
硯
田
盡
蕪
、
乃
為
詹

詹
外
史
氏
所
先
、
亦
快
事
也
。」
可
證
『
情
史
』
非
馮
夢
龍
所
編
。
又
『
情
史
』

卷
十
三
「
馮
愛
生
」
條
有
「
龍
子
猶
『
萬
生
傳
』
」
云
云
、
卷
二
十
二
「
萬

生
」
條
有
「
龍
子
猶
『
愛
生
傳
』
」
云
云
、
編
者
引
用
馮
氏
作
品
、
亦
可

作
為
旁
證
。

（
『
情
史
』
の
龍
子
猶
（
馮
夢
龍
の
別
名
）
序
に
、
「
ま
た
古
か
ら
今
に
至

る
ま
で
の
男
女
の
愛
情
に
関
す
る
佳
話
を
選
び
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
物
の
伝
を
記
し
た
。
…
…
し
か
し
、
私
は
落
ち
ぶ
れ
て
あ
ち
こ
ち
を

走
り
回
っ
て
、
編
集
す
る
余
裕
が
な
く
、
詹
詹
外
史
氏
に
先
手
を
取
ら

れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
情

史
』
は
馮
夢
龍
が
編
纂
し
て
い
な
い
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
ま
た
、
『
情

史
』
巻
十
三
「
馮
愛
生
」
の
条
に
「
龍
子
猶
『
万
生
伝
』
」
云
々
と
あ
り
、

巻
二
十
二
「
万
生
」
の
条
に
「
龍
子
猶
『
愛
生
伝
』
」
云
々
と
あ
り
、
編

者
が
馮
氏
の
作
品
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
、
馮
夢
龍
が
作
者
で
な
い

こ
と
の
傍
証
と
な
る
。
）

と
あ
り
、
『
情
史
』
の
龍
子
猶
序
の
内
容
、
お
よ
び
『
情
史
』
が
馮
夢
龍
の
他

の
作
品
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
『
情
史
』
の
編
纂
者
は
馮
夢
龍
で
な
い
と
す

る
。一

方
、
李
華
元
（H

ua-yuan Li M
ow

ry

）
『
『
情
史
』
に
お
け
る
中
国
の
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
（C

hinese Love Stories from

『C
h

’ing-shih

』
）
』
（A

rchon 

B
ooks

、
一
九
八
三
年
）
は
、
詹
詹
外
史
は
馮
夢
龍
の
仮
名
で
あ
り
、
『
情
史
』

は
馮
夢
龍
の
手
に
な
る
も
の
だ
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
を
五
つ
挙
げ
て
い
る
。

一
、
『
情
史
』
が
馮
夢
龍
の
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
最
古
の
文
献

は
、
馮
夢
龍
の
故
郷
で
あ
る
蘇
州
の
地
方
志
『
蘇
州
府
志
』
（
一
八
六
二

年
―
七
四
年
）
で
あ
る
。
地
方
志
に
は
、
馮
夢
龍
が
二
十
四
章
か
ら
な

る
選
集
『
情
史
』
を
編
纂
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
馮
夢

龍
の
没
後
二
百
年
を
経
て
書
か
れ
た
と
は
い
え
、
本
書
は
蘇
州
の
土
地
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と
人
々
を
記
録
資
料
に
基
づ
い
て
公
式
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、『
情
史
』
は
馮
夢
龍
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
智
嚢
』
お
よ
び
『
譚
概
』

の
形
式
と
似
て
お
り
、
テ
ー
マ
別
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
編
纂
者
は
個
々

の
話
に
短
評
や
コ
メ
ン
ト
を
頻
繁
に
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
に

分
類
の
意
図
を
理
解
さ
せ
、
『
智
嚢
』
と
『
譚
概
』
は
各
巻
の
冒
頭
に
巻

の
要
約
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
情
史
』
は
巻
末
に
巻
の
要
約
が

置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
情
史
』
の
編
纂
者
が
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
編
纂

し
た
『
情
史
』
は
、
馮
夢
龍
が
編
纂
し
た
「
三
言
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

三
、
『
情
史
』
は
話
本
と
戯
曲
の
関
係
が
密
接
で
、
小
説
と
戯
曲
に
つ
い

て
の
編
者
の
言
及
や
注
釈
は
、
編
者
の
両
分
野
へ
の
精
通
と
知
識
を
示

す
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
が
こ
の
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
い
ず
れ
か
の
作

家
で
あ
っ
た
可
能
性
も
示
し
て
い
る
。
し
か
も
『
情
史
』
に
は
多
く
の

呉
の
逸
話
も
含
ま
れ
て
お
り
、
編
者
の
呉
地
の
民
間
文
学
へ
の
編
集
能

力
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

四
、
馮
夢
龍
は
「
龍
子
猶
」、「
子
猶
」
、「
子
猶
氏
」
と
呼
ば
れ
、『
情
史
』

で
最
も
名
前
が
多
く
出
て
く
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
署
名
が
つ
い

た
評
語
は
『
譚
概
』『
智
嚢
』
と
の
関
連
性
が
か
な
り
高
く
、
さ
ら
に
『
情
史
』

は
龍
子
猶
の
作
と
署
名
し
て
い
る
話
を
収
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
話
は
、

『
情
史
』
に
し
か
見
え
ず
、
『
情
史
』
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。

五
、
「
駅
亭
女
子
」
の
話
に
収
録
さ
れ
た
龍
子
猶
が
和
す
る
詩
は
「
我
修

妬
史
書
卿
句
、
翻
喜
才
名
為
妬
垂
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
妬
史
」
は
、
ま

さ
に
「
駅
亭
女
子
」
の
所
属
す
る
「
情
仇
類
」
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
李
氏
は
『
情
史
』
の
編
纂
者
は
馮
夢
龍
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。

以
上
、
『
情
史
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
地
方
志
に
編

纂
者
を
馮
夢
龍
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
や
、
馮
夢
龍
の
作
と
確
定
で
き
る
他

の
書
物
の
評
点
と
形
式
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、

馮
夢
龍
が
編
纂
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

同
時
に
山
口
氏
や
廣
澤
氏
の
論
文
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
署
名
の
使
い
分

け
」
と
い
う
現
象
も
間
違
い
な
く
確
認
で
き
る
。
序
文
に
書
か
れ
た
編
纂
者

で
あ
る
詹
詹
外
史
氏
が
馮
夢
龍
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
馮
夢
龍
で
な
い
と
す

れ
ば
ど
の
人
物
な
の
か
は
更
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
・『
情
史
』
の
成
立
年
に
つ
い
て

編
纂
者
が
明
確
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
成
立
年
に
つ
い
て
も
不
明
で

あ
る
。
序
文
に
年
号
等
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
直
接
的
な
証
拠
が
な
い
た
め

で
あ
る
。

『
情
史
』
の
成
立
年
に
つ
い
て
、
徐
朔
方
「
馮
夢
龍
年
譜
」
（
『
晩
明
曲
家
年

譜
』
所
収
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
で
「
『
情
史
類
略
』
之
編
集

系
長
年
累
積
而
成
（
『
情
史
』
の
編
集
は
長
年
か
け
て
蓄
積
さ
れ
た
の
で
あ
る
）
」

と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
情
史
』
が
成
立
し
た
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
あ

る
が
、
時
期
を
考
察
す
る
諸
説
に
つ
い
て
、
以
下
、
年
代
順
に
ま
と
め
た
い
。
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１
、万
暦
年
間
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
）
成
立
説

王
凌
「
馮
夢
龍
生
平
簡
編
」
（
『
福
建
論
壇
：
人
文
社
會
科
學
版
』

一
九
九
一
年
第
三
期
）
で
は
、

公
元
一
六
二
〇
年
（
明
万
暦
四
十
八
年
、
時
馮
夢
龍
四
十
六
歳
）
之
前
、

馮
夢
龍
的
創
作
活
動
有
…
…
出
版
『
情
史
類
略
』
。
有
「
龍
子
猶
」
序
、「
詹

詹
外
史
」
序
、
題
「
江
南
詹
詹
外
史
評
輯
」
、
看
来
都
是
馮
夢
龍
的
化
名
。

『
情
史
類
略
』
中
多
次
提
到
「
『
譚
概
』
評
云
」
、
却
從
未
提
到
『
古
今
笑
』
、

而
『
古
今
譚
概
』
是
在
一
六
二
〇
年
改
為
『
古
今
笑
』
出
版
的
、
足
證
『
情

史
類
略
』
的
出
版
時
間
在
一
六
二
〇
年
前
。

（
一
六
二
〇
年
（
明
万
暦
四
十
八
年
、
当
時
馮
夢
龍
四
十
六
歳
）
の
前
、

馮
夢
龍
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
…
…
『
情
史
類
略
』
の
出
版
が
挙
げ

ら
れ
る
。
「
龍
子
猶
」
序
、
「
詹
詹
外
史
」
序
を
持
ち
、
「
江
南
詹
詹
外
史

評
輯
」
と
題
さ
れ
、
い
ず
れ
も
馮
夢
龍
の
仮
名
か
と
思
わ
れ
る
。
『
情
史

類
略
』
に
は
何
度
も
「
『
譚
概
』
評
し
て
云
う
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

『
古
今
笑
』
の
名
は
出
て
こ
な
い
。
『
古
今
譚
概
』
は
一
六
二
〇
年
に
『
古

今
笑
』
に
名
が
改
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
『
情
史
類
略
』
の

出
版
年
が
一
六
二
〇
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
だ
ろ
う
。
）

と
、『
情
史
』
の
評
語
に
引
用
さ
れ
る
『
古
今
譚
概
』
と
い
う
書
名
に
よ
っ
て
、

『
情
史
』
の
出
版
年
を
一
六
二
〇
（
万
暦
四
十
八
）
年
以
前
と
し
た
。
し
か
し
、

高
洪
鈞
『
馮
夢
龍
集
箋
注
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、

清
人
李
漁
作
有
「
古
今
笑
史
序
」
云
、
「
同
一
書
也
、
始
名
『
譚
概
』
而

問
者
寥
寥
。
易
名
『
古
今
笑
』
、
而
雅
俗
並
嗜
、
購
之
者
唯
恨
不
早
。
」

今
人
即
據
此
認
為
、
「
『
古
今
譚
概
』
刻
成
後
、
流
傳
不
廣
、
故
於
庚
申

（
一
六
二
〇
）
春
重
刻
、
改
名
『
古
今
笑
』
」（
見
『
古
今
譚
概
』
影
印
説
明
）
。

清
修
『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
一
三
二
「
子
部
・
雜
家
類
存
目
」
九
也
著
錄
有
、

「
『
譚
概
』
三
十
六
卷
、
内
府
藏
本
、
明
馮
夢
龍
撰
。
是
編
分
類
匯
輯
古
事
、

以
供
談
資
、
然
體
近
俳
諧
、
無
關
大
雅
。
」
這
就
是
説
、
至
明
末
清
初
、

社
會
上
流
傳
的
、
藏
書
家
見
到
的
和
國
家
書
目
著
錄
的
、
是
『
古
今
譚
概
』

而
非
『
古
今
笑
』
。
『
古
今
笑
』
出
版
在
前
、
時
人
已
少
見
、
或
説
已
為
『
古

今
譚
概
』
所
替
代
。
『
古
今
譚
概
』
是
『
古
今
笑
』
的
改
版
易
名
、
重
刻

在
後
、
並
非
「
問
者
寥
寥
」
。

（
清
人
李
漁
は
「
古
今
笑
史
序
」
を
書
き
、
そ
の
中
で
「
（
『
古
今
譚
概
』
と
『
古

今
笑
』
は
）
同
じ
書
物
で
あ
る
。
始
め
に
『
譚
概
』
と
名
を
称
し
た
が
、

（
こ
の
本
に
つ
い
て
）
尋
ね
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
名
を
『
古
今
笑
』
と

改
め
た
と
こ
ろ
、
高
雅
な
人
も
俗
悪
な
人
も
こ
の
本
を
好
み
、
買
う
者

は
ひ
た
す
ら
早
く
こ
の
本
を
手
に
入
れ
た
が
っ
た
」
と
い
う
。
こ
こ
か

ら
現
代
の
人
々
に
は
、「
『
古
今
譚
概
』
は
刻
さ
れ
た
後
、
広
く
知
ら
れ
ず
、

庚
申
（
一
六
二
〇
）
春
に
改
め
て
刻
さ
れ
、
名
を
『
古
今
笑
』
と
改
め
た
」

と
認
識
さ
れ
て
い
る
（
『
古
今
譚
概
』
の
影
印
説
明
を
参
照
）
。
清
修
『
四

庫
全
書
総
目
』
巻
一
三
二
「
子
部
・
雑
家
類
存
目
」
九
に
も
、
「
『
譚
概
』

三
十
六
巻
、
内
府
蔵
本
、
明
馮
夢
龍
撰
。
こ
の
書
物
は
古
い
話
を
分
類

し
て
収
集
し
、
話
の
ネ
タ
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
滑
稽

譚
に
近
く
、
高
雅
な
書
物
で
は
な
い
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
明
末
清
初
ま
で
、

世
間
に
流
布
し
、
蔵
書
家
が
目
に
し
た
も
の
や
国
家
の
書
目
に
著
録
さ
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れ
た
も
の
は
、
『
古
今
譚
概
』
と
い
う
書
名
で
あ
っ
て
『
古
今
笑
』
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
古
今
笑
』
の
出
版
は
『
古
今
譚
概
』
よ
り
先
で
、

当
時
の
人
に
も
す
で
に
珍
し
い
書
物
と
な
り
、
あ
る
い
は
『
古
今
譚
概
』

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
『
古
今
譚
概
』
は
『
古
今
笑
』
を

改
版
し
た
も
の
で
、
「
（
こ
の
本
に
つ
い
て
）
尋
ね
る
人
は
少
な
か
っ
た
」

で
は
な
い
。
）

と
、
『
古
今
譚
概
』
と
い
う
書
名
は
李
漁
が
云
う
よ
う
に
一
六
二
〇
年
に
『
古

今
笑
』
に
改
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
『
古
今
笑
』
の
出
版
が
『
古
今
譚
概
』

よ
り
先
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
情
史
』
に
お
い
て
、『
古
今
笑
』
で
は
な
く
『
古

今
譚
概
』
と
い
う
書
名
を
用
い
る
こ
と
で
『
情
史
』
の
成
立
年
を
推
測
す
る

王
凌
氏
の
方
法
に
否
定
な
意
見
を
示
し
た
。

２
、
天
啓
〜
崇
禎
年
間
（
一
六
二
〇
〜
一
六
四
四
）
成
立
説

柳
正
一
「
『
情
史
』
의
　
評
輯
者
와
　
成
書
年
代
　
考
證
（
『
情
史
』
の
評

輯
者
及
び
成
書
年
代
考
証
）
」（
『
中
國
小
説
論
叢
』
第
四
十
五
輯
、
二
〇
一
五
年
）

は
、）

8
（

現
存
す
る
文
献
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
状
況
か
ら
、
『
情
史
』

は
「
三
言
」
以
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
、
そ
の
時

期
は
お
お
よ
そ
一
六
二
三
（
天
啓
三
年
）
二
月
か
ら
一
六
二
四
（
天
啓

四
年
）
の
間
に
出
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
正
確
な
文
献
で
の
刊
行
が
可

能
な
成
書
年
代
は
一
六
二
三
年
二
月
か
ら
一
六
三
二
（
崇
禎
五
年
）
年

正
月
十
日
の
間
で
あ
る
。

と
指
摘
し
た
。
『
情
史
』
が
引
用
し
て
い
る
『
情
種
』
の
中
で
、
年
代
が
最
も

遅
い
作
品
で
あ
る
巻
二
の
「
鳳
凰
集
大
塊
山
」
を
根
拠
と
し
て
、
成
書
上
限

を
一
六
二
三
年
二
月
以
降
と
し
、
貢
修
齢
（
一
五
七
四
年
―
一
六
四
一
年
）『
斗

酒
堂
集
』
巻
六
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
讀
情
史
」
と
い
う
詩
を
根
拠
に
、
成

書
の
下
限
を
一
六
三
二
年
正
月
十
日
以
前
と
し
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、『
情
史
』
は
「
三
言
」
と
関
連
性
が
強
い
。
大
塚
秀
高
「
『
警

世
通
言
』
版
本
新
考
」
（
『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
二
年
）
に

よ
れ
ば
、
佐
伯
文
庫
本
『
警
世
通
言
』
巻
二
十
三
に
「
可
入
情
史
（
情
史
に

入
る
る
べ
し
）
」
と
い
う
眉
批
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
『
情
史
』
巻
一
「
情

貞
類
」
に
は
ま
さ
し
く
こ
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。）

9
（

『
警
世
通
言
』
は
天
啓

甲
子
臈
月
（
一
六
二
四
年
旧
暦
十
二
月
）
に
書
か
れ
た
「
無
礙
居
士
」
の
序

を
持
ち
、
編
纂
者
は
馮
夢
龍
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。）

10
（

『
情
史
』
の
編
纂
者
が
馮
夢
龍
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
情
史
』
の
出
版
は
こ

の
眉
批
を
持
つ
『
警
世
通
言
』
よ
り
遅
い
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、

こ
こ
か
ら
は
『
情
史
』
の
出
版
を
一
六
二
四
年
旧
暦
十
二
月
以
降
に
絞
る
こ

と
が
で
き
る
。

３
、
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
〜
一
六
四
四
）
成
立
説

傅
承
洲
「
『
情
史
』
輯
評
者
考
辨
」
（
『
中
央
民
族
大
学
学
報
』
二
〇
〇
一
年

第
三
期
）
で
は
、

『
情
史
』
的
輯
評
時
間
応
在
崇
禎
初
年
。
馮
夢
龍
於
崇
禎
三
年
出
貢
、
隨

後
任
丹
徒
縣
訓
導
、
崇
禎
七
年
升
任
壽
寧
知
縣
。
崇
禎
三
年
之
後
、
馮
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夢
龍
似
無
暇
評
輯
小
説
、
『
情
史
』
成
書
當
在
崇
禎
元
年
至
三
年
之
間
。

（
『
情
史
』
の
輯
評
時
期
は
崇
禎
の
初
め
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
馮
夢
龍

は
崇
禎
三
年
に
貢
生
に
抜
擢
さ
れ
て
、
そ
の
後
丹
徒
県
の
訓
導
に
任
ぜ

ら
れ
、
崇
禎
七
年
に
寿
寧
知
県
に
昇
進
し
た
。
崇
禎
三
年
以
降
、
馮
夢

龍
は
小
説
を
評
論
す
る
暇
が
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
情
史
』
が
成
立
し
た
の
は
崇
禎
元
年
か
ら
三
年
の
間
で
あ
ろ
う
。
）

と
、
『
情
史
』
の
成
立
を
崇
禎
元
年
か
ら
三
年
の
間
と
す
る
。
こ
れ
は
馮
夢
龍

の
経
歴
か
ら
成
立
年
を
推
測
す
る
方
法
で
あ
る
。

ま
た
、
『
情
史
』
が
引
用
し
た
書
物
か
ら
成
立
年
を
分
析
す
る
方
法
を
用
い

た
の
が
高
洪
鈞
『
馮
夢
龍
集
箋
注
』
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
で

あ
る
。

『
情
史
類
略
』
中
有
許
多
素
材
、
曾
被
編
為
白
話
小
説
。
…
…
這
些
「
小
説
」
、

都
見
載
于
馮
夢
龍
另
編
之
『
醒
世
恒
言
』
中
、
胡
士
瑩
著
『
話
本
小
説
概
論
』

也
作
如
是
説
。
而
作
為
「
三
言
」
之
三
的
『
醒
世
恒
言
』
、
序
刊
于
天
啓

七
年
（
一
六
二
七
）
中
秋
、
這
是
明
熹
宗
在
位
的
最
後
一
年
。
『
情
史
類
略
』

中
既
已
引
述
此
事
、
説
明
它
成
書
是
在
『
醒
世
恒
言
』
後
、
亦
即
崇
禎
朝
了
。

但
書
中
並
未
言
及
崇
禎
朝
的
「
情
」
事
、
説
明
它
大
體
編
就
在
崇
禎
初
年
。

又
由
于
書
中
各
巻
末
都
有
「
補
遺
」
若
干
、
説
明
它
在
鋟
刻
過
程
中
隨

時
補
充
進
了
新
材
料
。
所
以
我
認
為
、
『
情
史
類
略
』
最
終
成
書
是
在
崇

禎
二
年
（
一
六
二
九
）
。

（
『
情
史
』
に
は
多
く
の
素
材
が
あ
り
、
白
話
小
説
に
も
さ
れ
て
い
る

…
…
こ
れ
ら
の
「
小
説
」
は
、
馮
夢
龍
が
編
纂
し
た
『
醒
世
恒
言
』
に

も
見
ら
れ
、
胡
士
瑩
著
『
話
本
小
説
概
論
』
に
も
こ
の
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
「
三
言
」
の
中
で
最
後
に
出
版
さ
れ
た
『
醒
世
恒
言
』
の
序

に
よ
れ
ば
、
本
書
は
天
啓
七
年
（
一
六
二
七
）
中
秋
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
明
の
熹
宗
在
位
の
最
後
の
年
で
あ
る
。
『
情
史
』
に
は
既

に
「
小
説
」
の
話
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
成
立
は
『
醒
世
恒
言
』
の
後
、

つ
ま
り
崇
禎
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
崇
禎
期
の
「
情
」
に
つ
い
て
の
話

は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
崇
禎
初
年
に
は
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
各
巻
末
に
「
補
遺
」
が
あ
る
の
は
、
刻
書
の
過
程
で
随

時
新
し
い
材
料
を
補
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
『
情
史
』
が
最
終
的
に
成
立
し
た
の
は
崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
）

と
、
『
情
史
』
に
見
え
る
「
小
説
」
の
話
が
全
て
馮
夢
龍
の
編
と
さ
れ
る
『
醒

世
恆
言
』
に
見
え
る
と
主
張
し
、

崇
禎
元
年
戊
辰
　
（
一
六
二
八
年
）
、
馮
夢
龍
五
十
五
歳
、
『
情
史
類
略
』

大
體
編
就
、
但
隨
刻
隨
有
「
補
遺
」
。
崇
禎
二
年
己
巳
　
（
一
六
二
九
年
）
、

馮
夢
龍
五
十
六
歳
、
『
情
史
類
略
』
最
終
編
定
。

（
崇
禎
元
年
戊
辰
　
（
一
六
二
八
年
）
、
馮
夢
龍
五
十
五
歳
で
あ
り
、『
情
史
』

を
ほ
ぼ
編
纂
し
終
わ
っ
た
が
、
刊
刻
と
同
時
に
「
補
遺
」
を
加
え
て
い
る
。

崇
禎
二
年
己
巳

　
（
一
六
二
九
年
）
、
馮
夢
龍
五
十
六
歳
の
と
き
に
、
『
情

史
』
は
最
終
的
に
完
成
し
た
。
）

と
結
論
づ
け
た
。
し
か
し
、
袁
行
雲
氏
「
馮
夢
龍
「
三
言
」
新
証
―
記
明
刊
「
小
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説
」（
五
種
）
残
本
」（
『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
）
に
よ
れ
ば
、

『
情
史
』
が
「
小
説
」
に
言
及
し
た
の
は
、
併
せ
て
六
箇
所
あ
る
と
い
う
。
高

氏
が
挙
げ
た
『
醒
世
恒
言
』
の
三
例
以
外
に
、
同
じ
く
『
醒
世
恒
言
』
に
一

例
見
え
る
が
、
他
に
『
古
今
小
説
』
に
一
例
、
『
警
世
通
言
』
に
一
例
が
あ
る

た
め
、
「
小
説
」
は
『
醒
世
恒
言
』
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
『
醒
世
恒
言
』
の
出

版
年
か
ら
『
情
史
』
の
成
立
年
を
推
測
す
る
方
法
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

一
方
、
金
源
熙
『
『
情
史
』
故
事
源
流
考
述
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

は
、
『
情
史
』
が
引
用
し
た
書
物
の
み
な
ら
ず
、
『
情
史
』
を
引
用
し
た
書
物

か
ら
成
立
年
を
分
析
す
る
方
法
を
用
い
て
い
る
。

筆
者
認
為
確
定
『
情
史
』
成
書
的
關
鍵
時
間
是
天
啓
六
年
。
…
…
『
情

史
』
巻
五
「
情
豪
類
」
「
補
遺
」
中
收
入
「
王
寶
奴
」
故
事
。
…
…
『
情

史
』
評
語
直
接
引
用
潘
之
恒
的
話
、
可
見
『
情
史
』
利
用
的
是
『
亘
史
』

中
記
載
的
『
王
眉
山
傳
』
。
『
亘
史
』
雖
然
由
潘
之
恒
編
寫
、
但
最
後
是

由
其
子
潘
弼
亮
遵
其
遺
願
於
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
重
新
刊
刻
。
此

外
『
情
史
』
還
引
用
了
天
啓
年
間
出
版
的
『
情
種
』
、
此
書
大
約
出
版
於

天
啓
三
年
之
後
。
由
此
看
來
、
『
情
史
』
很
難
成
書
於
天
啓
六
年
之
前
。

此
外
、
馮
夢
龍
於
天
啓
六
年
『
智
囊
』
之
外
、
尚
輯
有
『
太
平
廣
記
鈔
』

一
書
。
從
『
情
史
』
與
『
太
平
廣
記
鈔
』
之
間
的
密
切
關
係
上
、

）
11
（

可
以

推
測
馮
夢
龍
在
此
書
編
竣
之
後
不
久
即
着
手
評
輯
『
情
史
』
。
引
用
『
情
史
』

之
書
、
有
明
徐
應
秋
『
玉
芝
堂
談
薈
』
。
…
…
據
『
衢
州
縣
志
』
、
此
書

累
歳
而
成
。
書
中
記
載
有
崇
禎
年
間
的
事
、
其
中
最
晚
的
是
卷
二
十
「
雨

雹
作
男
女
鳥
獸
形
」
中
的
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
。
筆
者
認
為
『
玉
芝

堂
談
薈
』
崇
禎
十
年
之
後
不
久
刊
刻
的
。
總
之
、
『
情
史
』
成
書
上
限
大

約
為
崇
禎
元
年
、
下
限
為
崇
禎
十
年
左
右
。
因
此
『
情
史
』
的
明
刻
本

也
大
約
出
現
崇
禎
年
間
、
而
不
是
萬
曆
或
者
天
啓
年
間
。

（
『
情
史
』
の
成
立
年
を
確
定
す
る
際
に
鍵
と
な
る
の
は
天
啓
六
年
で
あ

る
と
考
え
る
。
…
…
『
情
史
』
巻
五
「
情
豪
類
」
「
補
遺
」
に
「
王
寶

奴
」
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
…
…
『
情
史
』
の
評
語
は
潘
之
恒

（
一
五
三
六
年
―
一
六
二
一
年
）
の
言
葉
を
直
接
に
引
用
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、『
情
史
』
が
『
亘
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
王
眉
山
伝
』

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
亘
史
』
は
潘
之
恒
が
編
纂
し
た

が
、
最
後
に
そ
の
子
で
あ
る
潘
弼
亮
が
そ
の
遺
志
に
従
っ
て
天
啓
六
年

（
一
六
二
六
）
に
再
刊
行
し
た
。
ま
た
『
情
史
』
は
天
啓
年
間
に
出
版
さ

れ
た
『
情
種
』
も
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
天
啓
三
年
以
降
に
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
『
情
史
』
が
天
啓
六

年
以
前
に
成
立
し
た
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
、
馮
夢
龍
は
天
啓
六
年
の

『
智
囊
』
の
ほ
か
、『
太
平
広
記
鈔
』
も
編
集
し
て
い
る
。
『
情
史
』
と
『
太

平
広
記
鈔
』
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
、
馮
夢
龍
は
こ
の
本
の
編
纂
が
終

わ
っ
た
直
後
に
『
情
史
』
の
編
集
に
着
手
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
情
史
』

を
引
用
し
た
書
物
と
し
て
は
、
明
の
徐
応
秋
『
玉
芝
堂
談
薈
』
が
あ
る
。

…
…
『
衢
州
県
志
』
に
よ
る
と
、
こ
の
本
は
長
年
に
わ
た
っ
て
作
成
さ

れ
た
と
さ
れ
る
。
崇
禎
年
間
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
最
も
遅
い
の

は
巻
二
十
「
雨
雹
作
男
女
鳥
獣
形
」
の
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
『
玉
芝
堂
談
薈
』
が
崇
禎
十
年
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
と
考

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
情
史
』
成
立
の
上
限
は
だ
い
た
い
崇
禎
元
年
、

下
限
は
崇
禎
十
年
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
情
史
』
の
明
刻
本
も

崇
禎
年
間
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
万
暦
や
天
啓
年
間
で
は
な
い
。
）
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金
氏
は
、『
情
史
』
の
編
纂
は
『
太
平
広
記
鈔
』
の
直
後
で
あ
る
と
推
測
し
、

『
情
史
』
を
引
用
し
た
書
物
の
刊
行
年
が
崇
禎
十
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
情
史
』

の
成
立
を
崇
禎
元
年
か
ら
崇
禎
十
年
で
あ
る
と
し
た
。

以
上
の
諸
説
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
情
史
』
の
成
立
は
、
万
暦
年
間
で
は
な
く
、

天
啓
六
（
一
六
二
六
）
年
以
降
か
ら
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
・『
情
史
』
の
評
点
に
つ
い
て

『
情
史
』
の
編
纂
者
や
成
立
年
へ
の
考
察
に
お
い
て
、
欠
か
せ
な
い
要
素
の

一
つ
が
評
点
で
あ
る
。

程
国
賦
「
論
明
代
坊
刊
小
説
的
広
告
手
段
」
（
『
学
術
研
究
』
、
二
〇
〇
七

年
第
六
期
）
で
は
、
明
代
出
版
業
界
の
い
く
つ
か
の
宣
伝
手
段
が
紹
介
さ
れ

た
。
明
代
の
書
坊
は
大
量
の
小
説
を
刊
行
し
、
そ
の
数
は
翻
刻
本
を
含
め
、

四
百
四
種
に
の
ぼ
る
。
書
坊
の
主
人
た
ち
は
様
々
な
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、

出
版
物
の
影
響
力
を
高
め
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
。
出
版
物
の
題

目
に
は
新
刊
、
新
刻
、
…
…
評
点
、
評
林
、
題
評
、
批
評
、
評
定
、
圏
点
、

増
評
等
が
常
用
さ
れ
て
い
る
。
書
名
に
用
い
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
用
語
は
小
説

の
編
集
に
関
わ
る
用
語
で
あ
り
、
編
集
者
の
身
分
、
注
釈
（
音
注
、
人
名
地

名
注
）
章
節
の
増
減
、
校
勘
、
挿
絵
、
評
点
等
の
情
報
が
一
目
瞭
然
で
あ
る

と
い
う
。
評
点
の
有
無
等
の
状
況
が
書
名
に
表
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら

も
、
評
点
が
出
版
に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

『
情
史
』
の
評
点
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
は
じ
め
に
で
紹
介
し
た
。

ま
ず
巻
末
評
を
見
て
い
き
た
い
。
巻
末
評
は
す
べ
て
の
巻
の
最
後
に
付
け
ら

れ
て
お
り
、
「
情
史
氏
曰
」
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
役
割
に
つ
い
て
、
『
情
史
』

の
序
文
の
最
後
に
は
、

雖
事
專
男
女
、
未
盡
雅
馴
、
而
曲
終
之
奏
、
要
歸
於
正
。

（〈『
情
史
』
は
〉
も
っ
ぱ
ら
男
女
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
字
句
が
す

べ
て
正
し
く
穏
当
と
は
い
え
な
い
た
め
、
世
俗
の
音
楽
を
演
奏
し
終
え
た

ら
、
正
し
い
楽
章
を
歌
う
よ
う
に
、
最
後
に
は
正
し
い
道
に
戻
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。）

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
要
歸
於
正
（
最
後
に
は
正
し
い
道
に
戻
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）
」
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
巻
末
に
置
か
れ
た
評
語
、

つ
ま
り
巻
末
評
の
こ
と
で
あ
る
。
巻
末
評
の
署
名
に
つ
い
て
、
何
悦
玲
氏
は

「
馮
夢
龍
『
情
史
』
評
輯
的
「
情
美
学
」
創
建
及
其
価
値
意
義
」（
『
人
文
雑
誌
』

二
〇
〇
九
年
第
五
期
）
で
、

『
情
史
』
評
輯
中
、
馮
夢
龍
在
篇
末
或
巻
末
仿
照
「
太
史
公
曰
」
的
筆
法
、

以
「
情
史
氏
曰
」
、
「
情
主
人
曰
」
等
形
式
加
以
評
論
。
之
所
以
如
此
、

就
是
企
圖
通
過
這
樣
的
體
式
、
把
被
理
學
思
潮
視
為
惡
、
視
為
不
善
的

「
情
」
、
納
入
「
史
」
的
範
疇
、
從
而
提
高
「
情
」
的
史
學
地
位
和
意
義
。

（
『
情
史
』
の
編
集
に
お
い
て
、
馮
夢
龍
は
文
末
あ
る
い
は
巻
末
に
「
太

史
公
曰
」
の
よ
う
な
書
き
方
を
見
習
っ
て
、「
情
史
氏
曰
」
、「
情
主
人
曰
」

な
ど
の
形
で
評
語
を
付
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
理
学
思
想
で
悪
や
不
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善
と
見
な
さ
れ
て
き
た
「
情
」
を
「
史
」
の
範
疇
に
入
れ
、
「
情
」
の
史

学
的
地
位
や
価
値
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
）

と
、「
情
史
氏
曰
」
は
『
史
記
』
の
「
太
史
公
曰
」
を
模
倣
し
た
形
式
で
あ
り
、

『
史
記
』
を
模
倣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
ん
な
る
「
情
」
の
話
を
歴
史
の
一

部
に
昇
格
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
様
の
形
式
は
明
代
に
お

い
て
は
、
楊
慎
『
滇
載
記
』
に
「
逸
史
氏
」
、
宋
懋
澄
『
九
籥
集
』
に
「
外
史
氏
」
、

王
煒
『
嗒
史
』
に
「
嗒
史
氏
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
評
語
の
一
つ
の
パ
タ
ー

ン
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
巻
末
評
は
そ
の
巻
の
ま
と
め
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
趙
東
梅
氏
は
「
馮
夢
龍
『
情
史
』
的
分
類
及
得
失
」（
『
中
国
学
論
叢
』

第
十
七
巻
十
七
号
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
、

在
巻
末
評
中
、
有
情
史
氏
評
曰
…
…
「
情
妖
類
」
是
編
撰
者
工
作
作
得

最
不
細
致
的
一
類
。
輯
錄
標
準
與
「
情
鬼
類
」
作
品
相
比
、
顯
得
較
爲

混
亂
。
「
情
鬼
類
」
無
論
所
叙
為
何
種
鬼
径
、
皆
從
「
情
」
字
立
意
、
而
「
情

妖
類
」
非
如
此
。
作
品
呈
現
出
較
爲
蕪
雜
的
面
貌
、
作
者
所
作
的
評
論

也
甚
少
、
且
大
多
為
内
容
方
面
的
考
較
、
從
「
情
」
字
上
立
論
的
評
論

少
而
又
少
、
看
來
、
編
者
自
身
在
編
輯
時
、
所
持
標
準
也
不
是
很
清
晰
的
。

（
巻
末
評
は
、
「
情
史
氏
評
曰
」
か
ら
始
ま
る
。
…
…
「
情
妖
類
」
は
編

纂
者
の
作
業
が
最
も
手
薄
な
部
で
あ
る
。
収
録
基
準
は
「
情
鬼
類
」
に

比
べ
て
混
乱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
情
鬼
類
」
は
ど
の
よ
う
な

鬼
怪
を
述
べ
よ
う
が
、
皆
「
情
」
を
出
発
点
と
し
て
い
る
が
、「
情
妖
類
」

は
そ
う
で
は
な
い
。
作
品
は
比
較
的
に
雑
な
様
相
を
呈
し
、
作
者
の
評

語
も
か
な
り
少
な
く
、
し
か
も
内
容
面
で
の
考
察
が
多
く
、
「
情
」
の
文

字
か
ら
論
を
立
て
る
評
語
は
非
常
に
少
な
い
。
ど
う
や
ら
、
編
者
自
身

が
編
集
す
る
際
の
標
準
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
）

と
、
巻
末
評
か
ら
遡
る
こ
と
で
、
所
収
作
品
の
分
類
基
準
に
揺
れ
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

文
後
評
に
つ
い
て
は
、
柳
正
一
「
馮
夢
龍
의
　
『
情
史
』
에

　드
러
난

　評

語
의

　존
재

　양
상
과

　情
敎
思
想
（
『
情
史
』
評
語
存
在
形
式
及
び
「
情

教
思
想
」
）
」
（
『
中
國
小
説
論
叢
』
第
五
十
五
輯
、
二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
、

文
後
評
を
記
名
、
無
記
名
の
も
の
に
分
け
、
記
名
の
あ
る
も
の
に
基
づ
い
て

論
を
展
開
し
、
無
記
名
の
評
語
に
つ
い
て
も
編
纂
者
自
身
に
よ
る
も
の
と
、

他
者
の
評
語
を
引
用
す
る
際
に
も
と
か
ら
本
文
に
付
い
て
い
た
も
の
が
あ
る

と
指
摘
し
た
上
で
、）

12
（

こ
の
結
果
を
も
と
に
見
る
と
、
少
な
く
と
も
馮
夢
龍
の
評
語
を
含
め
、『
情

史
』
内
に
存
在
す
る
、
記
名
さ
れ
た
す
べ
て
の
評
者
た
ち
は
み
な
明
代

の
人
々
で
あ
る
と
い
う
点
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
情
史
』
は
、

先
秦
時
代
か
ら
明
末
ま
で
に
存
在
す
る
様
々
な
文
献
を
も
と
に
集
録
さ

れ
た
が
、
そ
の
評
語
は
馮
夢
龍
自
身
や
明
人
た
ち
の
哲
学
と
価
値
観
が

全
面
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
う
一
つ
の
意
味
の
あ

る
事
実
は
、
呉
震
元
の
『
奇
女
子
伝
』
が
『
情
史
』
の
評
語
に
最
も
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

と
指
摘
し
、
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巻
一
情
貞
類
　
四
十
八
篇
中
三
十
一
評
語
＋
巻
末
評

1
〈
隨
清
娯
〉
　
長
卿
氏
　
見
『
奇
女
子
傳
』
巻
之
一
�
隨
清
娯
�

2
〈
綠
珠
〉
　
南
陽
生
（
原
作
者
　
評
語
）

3
〈
張
小
三
〉
　
外
史
氏

4
〈
高
娃
〉
　
長
卿
氏
　
見
『
奇
女
子
傳
』
巻
之
四

5
〈
楊
娼
〉
　
房
千
里
（
原
作
者
　
評
語
）

6
〈
張
美
人
〉
　
錢
簡
棲

7
〈
皇
甫
規
妻
〉
　
長
卿
　
見
『
奇
女
子
傳
』
巻
之
一

の
よ
う
に
、
記
名
の
あ
る
文
後
評
に
つ
い
て
巻
ご
と
に
考
察
を
行
っ
た
。
柳

氏
は
所
収
作
品
の
数
、
『
情
史
』
に
つ
け
ら
れ
た
文
後
評
の
数
と
記
名
を
表
に

ま
と
め
た
後
、
『
情
史
』
に
反
映
さ
れ
た
「
情
教
思
想
」
に
注
目
し
た
。
こ
う

し
た
視
点
は
、
馮
保
善
「
馮
夢
龍
的
有
情
社
会
理
想
ー
ー
情
史
思
想
理
路
及

意
義
発
微
」（
『
明
清
小
説
研
究
』
、
二
〇
二
三
年
第
三
期
）
に
も
共
通
し
て
お
り
、

『
情
史
』
の
序
文
、
文
後
評
、
巻
末
総
評
か
ら
、
馮
夢
龍
の
「
情
」
観
及
び
『
情

史
』
の
編
纂
意
義
を
見
る
論
述
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
観
点
は
、
評
語
を

検
討
す
る
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
数
多
く
存
在
し
て
い
る
た
め
、
こ

こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
情
史
』
の
研
究
史
を
、
一
・
編
纂
者
に
つ
い
て
、
二
・
成
立
年
に

つ
い
て
、
三
・
評
点
に
つ
い
て
、
に
分
け
て
整
理
し
た
。

編
纂
者
に
つ
い
て
、
地
方
志
に
編
纂
者
を
馮
夢
龍
と
明
記
し
て
い
る
こ
と

や
、
『
情
史
』
に
見
ら
れ
る
評
点
が
馮
夢
龍
の
作
と
確
定
で
き
る
他
の
書
物
の

評
点
の
形
式
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
馮
夢
龍
が
編
纂
者

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
同

時
に
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
署
名
の
使
い
分
け
」
と
い
う
現
象
も

間
違
い
な
く
確
認
で
き
る
。
序
文
に
書
か
れ
た
編
纂
者
で
あ
る
詹
詹
外
史
氏

が
馮
夢
龍
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
馮
夢
龍
で
な
い
と
す
れ
ば
ど
の
人
物
な
の

か
は
更
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

成
立
年
に
つ
い
て
、
『
情
史
』
が
利
用
し
て
い
る
『
亘
史
』
が
天
啓
六
年

（
一
六
二
六
）
に
再
刊
行
さ
れ
た
書
物
で
、
『
情
史
』
を
引
用
し
た
書
物
の
刊

行
が
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
情
史
』
の
成
立
年
を
天

啓
六
年
（
一
六
二
六
）
か
ら
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
頃
だ
と
考
え
る
の
が

現
時
点
で
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
先
行
研
究
か
ら
は
、
『
情
史
』
に
収
め

ら
れ
た
作
品
の
成
立
年
か
ら
『
情
史
』
の
成
立
年
の
下
限
を
考
察
す
る
方
法

が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
『
情
史
』
の
成
立
年
を
絞
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

評
点
に
つ
い
て
、
筆
名
や
署
名
の
問
題
は
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
巻
四
「
情
侠
類
」
に
は
「
龍
子
猶
」
の
名
が
四
回
挙
げ
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
「
龍
子
猶
有
『
張
潤
傳
』
」
、
「
子
猶
曰
」
、
「
子
猶
云
」
、
「
子
猶
氏
曰
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
目
は
龍
子
猶
に
「
張
潤
傳
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
と

紹
介
し
、
二
つ
目
と
三
つ
目
の
評
語
は
馮
夢
龍
の
編
と
さ
れ
る
『
智
嚢
』
、『
太

平
広
記
鈔
』
に
見
ら
れ
、
四
つ
目
は
出
典
が
不
明
で
あ
る
が
、
『
情
史
』
の
た

め
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
文
後
評
に
最
も
多
い
の
は
無
記
名
の
も
の
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で
、
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
研
究
を
踏
ま
え
、
今
後
『
情
史
』
の
研
究
、
と
く
に
評
点
の
研
究

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
馮
夢
龍
の
他
の
作
品
に
用
い
ら
れ
る
署
名
、
引

用
さ
れ
る
作
品
、
そ
こ
に
付
け
ら
れ
た
評
点
も
合
わ
せ
て
考
察
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
注
】

（
１
）	

馮
夢
龍
の
出
版
物
に
つ
い
て
は
、
容
肇
祖
「
明
馮
夢
龍
生
平
及
其
著
述
」

（
『
嶺
南
学
報
』
、
一
九
三
一
年
第
二
巻
第
二
期
）
、
「
明
馮
夢
龍
生
平
及
其

著
述
続
考
」
（
『
嶺
南
学
報
』
、
一
九
三
一
年
第
二
巻
第
三
期
）
、
傅
承
洲

「
馮
夢
龍
著
作
編
年
与
考
証
」
（
『
煙
台
大
学
学
報
：
哲
学
社
会
科
学
版
』
、

一
九
八
九
年
第
一
期
）
、
高
洪
鈞
「
馮
夢
龍
的
俗
文
学
著
作
及
其
編
年
」

（
『
天
津
師
範
大
学
学
報
：
社
会
科
学
版
』
、
一
九
九
七
年
第
一
期
）
等
に

ま
と
め
ら
れ
る
。

（
２
）	

大
木
康
「
馮
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究
」（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。

（
３
）	

人
弋
「
世
紀
回
眸
　
馮
夢
龍
研
究
的
歴
史
和
現
状
」
（
『
殷
都
学
刊
』
、

二
〇
〇
一
年
第
二
期
）
に
「
學
人
對
馮
夢
龍
的
注
意
首
先
是
因
為
他
編

纂
的
「
三
言
」
、
而
「
三
言
」
的
版
本
絶
大
部
分
又
藏
在
日
本
、
所
以
、

本
土
展
開
對
「
三
言
」
的
研
究
甚
晚
…
…
魯
迅
對
日
本
漢
學
家
鹽
谷
溫

一
九
二
四
年
在
「
關
於
明
代
小
説
「
三
言
」
」
一
文
中
説
發
現
了
「
三
言
」

一
事
極
為
興
奮
、
稱
是
在
小
説
史
上
實
為
大
事
（
『
中
國
小
説
史
略
・
題

記
』
）
。
「
三
言
」
的
發
現
引
起
了
國
内
學
者
的
極
大
關
注
。
」
と
あ
る
。

（
４
）	BA

R
BA

R
A

 BISETTO

氏

は｢The C
om

position of Q
ing shi

（The 

H
istory of Love

）in Late M
ing B

ook C
ulture

（
晩
明
書
籍
文
化
に
お

け
る
『
情
史
』
の
構
成
）｣

（Peter Lang､

二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、

｢The num
ber of editions and the num

ber of copies of Q
ing shi that 

have been transm
itted attest to the popularity of the w

ork during 

the Q
ing dynasty and the early R

epublican period. C
hanges in the 

textual form
at, m

oreover, help shed light on the distinct cultural 

significance of this w
ork and its them

e in different periods.｣

と
指

摘
し
て
い
る
。

（
５
）	

大
木
康
『
馮
夢
龍
と
明
末
俗
文
学
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
第
八

章
「
馮
夢
龍
の
批
評
形
式
」
に
よ
る
。

（
６
）	

上
に
挙
げ
た
容
氏
が
用
い
る
『
蘇
州
府
志
』
に
つ
い
て
、
尤
麗
雯
「
爭

鳴
出
版
業
─
─
晚
明
文
人
馮
夢
龍
的
個
案
研
究
」
（
国
立
中
央
大
学
博
士

論
文
、
二
〇
一
七
年
）
に
は
、
「
馮
夢
龍
於
順
治
三
年
（
一
六
四
六
）
即

已
去
世
、
而
同
治
年
間
距
離
馮
夢
龍
生
存
的
時
代
已
相
當
久
遠
、
故
而

後
來
的
學
者
、
即
使
認
為
馮
夢
龍
為
江
南
詹
詹
外
、
也
不
再
以
此
條
記

載
為
主
要
依
據
。
」
と
、
公
式
的
な
史
料
と
は
言
う
も
の
の
、
馮
夢
龍
が

亡
く
な
っ
た
時
代
と
二
百
年
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
実
な
証

拠
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）	

喬
衍
琯
「
千
頃
堂
書
目
敘
錄
」
、〔
清
〕
黃
虞
稷
撰
、〔
清
〕
杭
世
駿
補
、『
增

訂
本
千
頃
堂
書
目
』
（
廣
文
書
局
、
一
九
八
一
年
據
適
園
叢
書
後
印
增
訂

本
影
印
）

（
８
）	

本
論
文
は
韓
国
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
原
文
に
つ
い
て
は

省
略
し
、
筆
者
に
よ
る
日
本
語
訳
の
み
を
載
せ
る
。
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（
９
）	

金
源
熙
『
『
情
史
』
故
事
源
流
考
述
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
は
、

「
「
金
三
妻
」
…
…
『
警
世
通
言
』
巻
二
十
三
「
宋
小
官
團
圓
破
氈
笠
」
本
事
」

と
あ
る
。

（
10
）	

寧
稼
雨
編
『
中
国
古
代
小
説
総
目
』
（
山
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）

で
は
、
「
即
空
觀
主
人
（
即
淩
濛
初
）
「
拍
案
驚
奇
序
」
亦
云
、
『
獨
龍
子

猶
氏
所
輯
『
喩
世
』
等
諸
言
、
頗
存
雅
道
、
時
著
良
規
、
一
破
今
時
陋
習
、

而
宋
元
舊
種
亦
被
搜
括
殆
盡
。
』
」
と
す
る
。
「
諸
言
」
は
「
三
言
」
の
こ

と
で
あ
り
、
「
子
猶
氏
」
は
馮
夢
龍
の
字
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
三

言
」
は
馮
夢
龍
の
作
と
し
て
い
る
。

（
11
）	

注
（
９
）
前
掲
書
に
「
『
太
平
廣
記
鈔
』
成
書
之
後
不
久
他
又
從
事
於
編

輯
『
情
史
』
、
因
此
此
書
對
『
情
史
』
之
影
響
、
不
可
忽
視
。
『
情
史
』

中
所
看
到
的
『
太
平
廣
記
』
作
品
中
有
一
半
以
上
即
一
百
三
十
篇
故
事

又
都
見
於
『
太
平
廣
記
鈔
』
。
」
と
あ
る
。

（
12
）	

同
注
（
８
）

（
高
　
玥
峰
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）
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Compiler, Completion Year, and Comments of Qing Shi Lei Lüe
—The Current Research and Future Research Topics—

Yuefeng GAO

Key Words:  Qing shi lei lüe, the publication, Feng Menglong

This study examines the existing research on the compiler, completion year, and 

comments in “a collection of narratives in literary language”(wenyan xiaoshuo ji), titled 

“Qing shi lei lüe,” from the Ming Dynasty. Preliminary research on the compiler focuses 

mainly on the authorship of the novel’s two prefaces (namely, Long Ziyou of Wu and 

Jiangnan Zhanzhan Waishi). And based on Feng Menglong’s works included in Qing shi and 

the use of pen names in Feng Menglong’s other works, to explore whether the compiler is 

Feng Menglong. Research on the year of establishment mainly narrows down the scope of 

publication time by examining the works collected in Qing shi. The question of comments 

summarises the current research direction of investigations of Qing shi. The present analysis 

of the existing research provides a general understanding of the current research on Qing shi 

and identifies future research topics.


